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只今から平成３０年第４回大洲市農業委員会定例総会を開会いたしま

す。開会に当たり、宮浦会長からご挨拶をお願いいたします。 

 

（会長挨拶） 

 

只今から議案審議に移らせていただきます。会議規則第３条によりま

して、宮浦会長に議事の進行をお願いいたします。 

 

これより本日の会議を開きます。 

出席委員は農業委員１９名中１６名、推進委員２０名中１７名で定足

数に達しておりますので、総会が成立していることをご報告申し上げま

す。 

本日、１１番 上田健二委員、１２番 川本由紀美委員、１３番 矢

 石岡猶一委員、２０番 森永茂史委員、３２番 中

本祐市委員より欠席の報告を受けております。 

本日の議事日程は、お手元に配布してあるとおりでございます。 

まず、日程第１、議事録署名委員の指名を行います。 

議事録署名委員に、２１番 橋本英司委員を指名いたします。また、

２２番 都築孝壽委員を指名いたします。 

次に、日程第２、書記の指名を行います。 

本日の会議の書記に事務局の土居書記を指名いたします。 

それでは、日程第３、議案審議に入ります。 

 

議案第２４号「農地法第３条の規定による許可申請について」を議題

といたします。事務局の説明を求めます。 

 

議案第２４号「農地法第３条の規定による許可申請について」をご説

明します。 

議案書１ページをご覧ください。 

１番 喜多山の土地、樹園地１筆・４，８１５㎡は売買による所有権

の移転です。 

法人経営を廃業するため、代表者である個人へ所有権移転します。 

所有権移転後も引き続き管理を行いますが、将来的には売買または貸

借を検討していきたいとの意向でございます。 

２番 八多喜町の土地、畑１筆・３１㎡も売買による所有権の移転で

す。 

権利移転後は、露地野菜の栽培を行います。 

農業は、譲受人及び母が年間を通して従事しております。 

３番 上須戒の土地、畑４筆・１，２２０㎡及び樹園地３筆・５５５

㎡は、売買による所有権の移転です。 

所有権移転後は、野菜及び果樹の栽培を行います。 

農業は、譲受人本人が年間を通して従事いたします。 

４番 長浜町櫛生の土地、畑４筆・３，２８９㎡、樹園地９筆・１９，

３２０㎡は贈与による所有権の移転です。 

所有権移転後も引き続き、露地野菜及び果樹の栽培をいたします。 

農業は、譲受人及び両親が年間を通して従事しております。 

５番 白滝の土地、畑１筆・３２７㎡、樹園地４筆・４，６８７㎡も

贈与による所有権移転になります。 

権利移転後も、野菜及び果樹の栽培を行うことになっております。 
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議 長（会長） 

 

２２番 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議 長（会長） 

 

２３番 

 

 

 

 

 

 

 

 

農業は、譲受人及び母が年間を通して従事いたします。 

 

以上、５件のご審議をよろしくお願いします。 

 

只今、事務局より説明がありましたが、まず、地元委員さんより報告

をうけたいと思います。１番。 

 

１番案件について、ご説明いたします。議案説明資料１ページをご覧

ください。 

本来なら森永委員の担当地区でありますが、委員欠席のため調査依頼

がありましたので、私の方で説明させていただきます。 

１番案件は売買による所有権移転となります。 

申請地は、国営喜多山団地内にある樹園地１筆です。申請地につきま

しては、ぶどうが植えられており、良好に管理されています。 

事務局説明のとおり、西南巨峰園として観光ぶどう園を経営しておられ

ましたが、廃業されるということで譲受人に権利移動するものです。 

今後、新たな耕作者が見つかるまでは、譲受人が管理を行っていくと

のことでございました。 

調査結果につきましては、議案説明資料に記載のとおりで、農地法第

３条第２項の第１号関係から第７号関係までの規定に該当する事項はな

いため、特に問題はないものと思われます。 

ご審議の程よろしくお願いいたします。  

 

続いて、２番。 

 

２番案件について、ご説明いたします。議案説明資料２ページをご覧

ください。 

２番案件も売買による所有権移転となります。 

申請地は、八多喜公民館の西約１．３ｋｍにある畑１筆になります。

申請地につきましては、本年第２回定例総会において許可されました畑

に隣接する農地であり、現在も良好に管理されています。 

譲受人と、その母は、年間を通して農業に従事しており、所有権移転

後の管理に不安はないものと考えております。 

調査結果につきましては、議案説明資料に記載のとおりで、農地法第

３条第２項の第１号関係から第７号関係までの規定に該当する事項はな

いため、特に問題はないものと思われます。 

ご審議の程よろしくお願いいたします。  

 

続きまして、３番。 

 

３番案件について、ご説明いたします。議案説明資料３ページをご覧

ください。 

３番案件は先月の第３回定例総会において地番指定を受けました「空

き家に付属する農地」となります。 

場所につきましては、上須戒公民館の西約６００ｍにある『空き家バ

ンク』に登録された住居を購入すると同時にその付近にある畑４筆と樹

園地３筆を取得するものです。畑については一部遊休化している場所も

ありますが、徐々に整備していくとのことでした。 

譲受人は農業経験はありませんが、兄に手伝ってもらいながら農業経
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議 長（会長） 

 

 

委 員 

 

議 長（会長） 

 

営を始めたいと新規営農計画書も提出されています。 

調査結果につきましては、議案説明資料に記載のとおりで、農地法第

３条第２項の第１号関係から第７号関係までの規定に該当する事項はな

いため、特に問題はないと思われます。 

ご審議の程よろしくお願いいたします。 

 

続いて、４番。 

 

４番案件について、ご説明いたします。議案説明資料４ページをご覧

ください。 

４番案件は贈与による所有権移転となります。 

まず申請地は、櫛生公民館の東南約１Ｋｍの山あいにある譲受人の自

宅付近の畑４筆と樹園地９筆になります。樹園地につきましては、キウ

イ及びみかんが植えられておりました。畑につきましては一部遊休化し

ている場所もありますが、今後整備を行っていくとのことでした。 

今回、相続登記が完了し、お父さんである譲渡人の名義となりました

が、お父さんは農業者年金を受給中であるため、後継者である譲受人に

贈与にて移転を行うものです。 

譲受人と、その両親は、年間を通して農業に従事しており、所有権移

転後の管理に不安はないものと考えます。 

調査結果につきましては、議案説明資料に記載のとおりで、農地法第

３条第２項の第１号関係から第７号関係までの規定に該当する事項はな

いため、特に問題はないものと思われます。 

以上、ご審議の程よろしくお願いいたします。 

 

続いて、５番。 

 

５番案件について、ご説明いたします。議案説明資料５ページをご覧

ください。 

５番案件は贈与による所有権移転となります。 

申請地は、白滝公民館の北西約２ｋｍにある畑１筆と樹園地４筆にな

ります。畑については実家に隣接しており家庭菜園として利用していま

す。また、樹園地につきましては、柑橘類と栗が植えられております。 

現在申請地は、亡くなった兄の妻が所有していますが、後継者である

譲受人に譲りたいとのことで今回の申請に至っています。 

譲受人と、その母は、年間を通して農業に従事しており、所有権移転

後の管理に不安はないものと考えます。 

調査結果につきましては、議案説明資料に記載のとおりで、農地法第

３条第２項の第１号関係から第７号関係までの規定に該当する事項はな

いため、特に問題はないものと思われます。 

ご審議の程よろしくお願いいたします。 

 

只今、地元委員さんからの報告がありましたが、何かご質疑はござい

ませんか。 

 

（質疑なし） 

 

特にご質疑もないようですので、本案を申請のとおり許可することに

ご異議はございませんか。 
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議 長（会長） 
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議 長（会長） 

 

 

２３番 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議 長（会長） 

 

 

委 員 

 

 

（異議なし） 

 

ご異議ないものと認め、本案は申請のとおり許可することに決定いた

しました。 

次に、議案第２５号「農地転用事業計画変更申請について」を議題と

いたします。事務局の説明を求めます。 

 

失礼いたします。 

議案第２５号「農地転用事業計画変更申請について」ご説明申し上げ

ます。 

議案書２ページ並びに別紙「議案説明資料」の６ページから１０ペー

ジまでを併せてご覧ください。 

１番、上須戒の土地、４１４㎡の案件は、平成２８年第１０回定例総

会にて審議され、１１月４日付で許可となっていた案件でございます。 

当初計画されていた植林から、一部に植林を残しながら大部分を露天

駐車場に変更しようとするものでございます。 

農地区分は、農地の一定規模以上の集団性や公共施設等も近くになく、

生産性の低い農地であることから、当初から変わらず第２種農地と判断

しております。したがいまして、立地基準の代替性と、一般基準を中心

にご審議をお願いいたします。 

なお、当該変更の許可を得ないまま事業を実施していることから、始

末書が提出されております。 

以上、１件でございます。 

ご審議の程、よろしくお願いいたします。 

 

只今、事務局より説明がありましたが、まず、地元委員さんより報告

を受けたいと思います。１番。 

 

１番案件について、調査結果をご報告申し上げます。 

説明資料の６ページから１０ページを参考にしてください。 

本件は、事務局報告のとおり、平成２８年１１月に転用が許可されて

いた案件でございます。 

変更内容は、当初は、申請地に桜を植林するように計画をしておりま

したが、許可後に申請人の息子さんが住職をしているお寺の駐車場が不

足していることが分かり、駐車場不足を解消するため、申請地の一部に

植林をし、残りの部分に露天駐車場を設置し、４条の当初の計画を変更

しようとするものです。 

立地基準につきましては、当初の計画から変更はなく、また、一般基

準につきましても、すでに造成をされており問題ないものと思われます。 

また、造成や無断変更につきましては、始末書を提出し大変反省され

ておりますので、計画変更は止むを得ないと考えます。 

ご審議の程よろしくお願いいたします。 

 

只今、地元委員さんからの報告がありましたが、何かご質疑はござい

ませんか。 

 

（質疑なし） 
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議 長（会長） 

 

 

委 員 

 

議 長（会長） 

 

 

 

 

事務局（次長） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議 長（会長） 

 

 

１番 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特にご質疑もないようですので、本案を申請のとおり変更承認相当と

して送付することにご異議はございませんか。 

 

（異議なし） 

 

ご異議ないものと認め、本案は申請のとおり変更承認相当として送付

することに決定をいたしました。 

次に、議案第２６号「農地法第５条第１項の規定による許可申請につ

いて」を議題といたします。事務局の説明を求めます。 

 

失礼いたします。 

議案第２６号「農地法第５条第１項の規定による許可申請について」

ご説明申し上げます。 

議案書３ページ並びに別紙「議案説明資料」の１１ページから２０ペ

ージまでを併せてご覧ください。 

１番、柚木の土地、１８８㎡の案件は、現在賃貸住宅に居住している

が、子供も成長し手狭で不便なことから、新たに自己住宅を建築するた

め、申請地を売買により取得しようとするものでございます。 

農地区分は、都市計画法第８条第１項第１号に規定する用途地域（第

一種住居地域）内にある農地であることから、第３種農地と判断してお

ります。したがいまして、立地基準には適合しており、一般基準につい

てご審議をお願いいたします。 

２番、柚木の土地、２２４㎡の案件は、現在賃貸住宅に居住している

が、子供も成長し手狭で不便なことから、新たに自己住宅を建築するた

め、申請地を売買により取得しようとするものでございます。 

農地区分は、都市計画法第８条第１項第１号に規定する用途地域（第

一種住居地域）内にある農地であることから、第３種農地と判断してお

ります。したがいまして、立地基準には適合しており、一般基準につい

てご審議をお願いいたします。 

以上、２件でございます。 

ご審議の程、お願いいたします。 

 

只今、事務局より説明がありましたが、まず、地元委員さんより報告

を受けたいと思います。１番、２番続けてお願いいたします。 

 

失礼いたします。 

それでは、肱南地区の２件についてご報告いたします。 

まず１番案件の調査結果をご報告いたします。 

議案説明資料の１１ページから１５ページを参考にしてください。 

申請地は、１２ページの位置図のとおり、市役所の南、約１㎞の柚木

地区に位置する農地です。 

まず立地基準ですが、事務局説明のとおり、第３種農地ですので、問

題ないと思われます。 

次に、一般基準である第３号の「転用の確実性」ですが、許可があり

しだい妻及び金融機関からの融資にて着工したいとのことですので、問

題ないものと思われます。 

また、第４号の「周辺農地等への影響」ですが、１４ページの地番地

目図のとおり宅地や市道に囲まれた農地であることから、特に問題ない

ものと思われます。 
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議 長（会長） 

 

 

委 員  

 

議 長（会長） 

 

 

委 員 

 

議 長（会長） 

 

 

 

 

事務局（次長） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

よって、本件は、農地法第５条第２項の各号には該当しないため、許

可相当であると考えます。 

 

つづきまして２番案件の調査結果をご報告いたします。 

議案説明資料の１６ページから２０ページを参考にしてください。 

申請地は、１７ページの位置図のとおり、市役所の南、約１㎞の柚木

地区に位置し、先ほどの１番案件の北西側に隣接する農地です。 

まず立地基準ですが、事務局説明のとおり、第３種農地ですので、問

題ないと思われます。 

次に、一般基準である第３号の「転用の確実性」ですが、許可があり

しだい金融機関からの融資にて着工したいとのことですので、問題ない

ものと思われます。 

また、第４号の「周辺農地等への影響」ですが、１番案件でもご説明

いたしましたとおり宅地や市道に囲まれた農地であることから、特に問

題ないものと思われます。 

よって、本件は、農地法第５条第２項の各号には該当しないため、許

可相当であると考えます。よろしくご審議をお願いします。 

 

只今、地元委員さんから報告がありましたが、何かご質疑はございま

せんか。 

 

（質疑なし） 

 

特にご質疑もないようですので、本案を申請のとおり許可相当として

送付することにご異議はございませんか。 

 

（異議なし） 

 

ご異議ないものと認め、本案は申請のとおり許可相当として送付する

ことに決定いたしました。 

次に、議案第２７号「非農地証明について」を議題といたします。事

務局の説明を求めます。 

 

失礼いたします。 

議案第２７号「非農地証明について」ご説明申し上げます。 

議案書４ページ並びに別紙「議案説明資料」の２１ページから２７ペ

ージまでを併せてご覧ください。 

１番、藤縄の土地、３２１㎡の案件は、自然潰廃（20 年以上耕作放棄）

し、復旧が著しく困難。ということで申請があったものでございます。 

申し出によりますと、昭和５２年頃には、すでに耕作しておらず、竹

などが自生しており、農地への復旧が著しく困難な状態である。とのこ

とでございます。 

２番、多田の土地、２６５㎡の案件は、自然潰廃（20 年以上耕作放棄）

し、復旧が著しく困難。ということで申請があったものでございます。 

申し出によりますと、申請地は、平成３年頃から耕作を放棄しており、

隣接山林の影響で桧や雑木が生い茂り、農地への復旧が著しく困難な状

態となった。とのことでございます。 

以上２件、２筆、５８６㎡でございます。 

ご審議の程お願いをいたします。 
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議 長（会長） 

 

 

事務局（次長） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議 長（会長） 

 

２１番 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議 長（会長） 

 

 

委 員 

 

議 長（会長） 

 

 

委 員 

 

只今、事務局より説明がありましたが、まず、地元委員さんより報告

を受けたいと思います。１番。 

 

石岡委員さん、本日欠席ということで、原稿をお預かりしております

ので、読ませていただきます。 

それでは、１番案件の調査結果をご報告いたします。 

議案説明資料の２１ページから２３ページを参考にしてください。 

申請地は、２２ページの位置図のように柳沢連絡所から西に約１㎞の

藤縄４区に位置する農地です。 

申請によりますと、昭和５２年頃には、すでに耕作しておらず、以後、

農地として使用しなかったことから、竹などが自生して、農地への復旧

が著しく困難な状態となった。との申し出です。 

申請者の申立、現地調査による状況から、申請地は、写真のとおり耕

作放棄後、少なくとも２０年以上経過しているものと推察することがで

き、また、農地への復旧には、開墾と同程度の労力が必要であると考え

られることから、復旧は著しく困難と認められます。 

よって、本件は、非農地と判断して差し支えないと考えます。 

以上でございます。 

 

続いて、２番。 

 

失礼いたします。 

それでは、２番案件の調査結果を報告いたします。 

議案説明資料の２４ページから２７ページを参考にしてください。 

申請地は、２５・２６ページの位置図のように三善連絡所から南に約

１㎞の国営パイロットの岩黒団地と峠団地の中間ぐらいに位置する農地

です。 

申請によりますと、申請地は、東西を山林に挟まれており、平成３年

頃から耕作を放棄しており、また、隣接山林の影響で桧や雑木が生い茂

り、農地への復旧が著しく困難な状態となった。との申し出です。 

申請者の申立、現地調査による状況から、申請地は、写真のとおり耕

作放棄後、少なくとも２０年以上経過しているものと推察することがで

き、また、農地への復旧には、開墾と同程度の労力が必要であると考え

られることから、復旧は著しく困難と認められます。 

また、一部は復元可能であるとしても、周囲の山林の影響で日照が得

られず、農地としては利用できないものと思われます。 

よって、本件は、非農地と判断して差し支えないと考えます。 

以上で説明を終わります。よろしくご審議のほどお願いいたします。 

 

只今、地元委員さんからの報告がありましたが、何かご質疑はござい

ませんか。 

 

（質疑なし） 

 

特にご質疑もないようですので、これらの証明願いの土地については

非農地と判断し、証明書を交付することにご異議はございませんか。 

 

（異議なし） 
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議 長（会長） 

 

 

 

 

事務局 

(専門員兼農地係) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議 長（会長） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議 長（会長） 

 

委 員 

 

議 長（会長） 

 

 

 

委 員 

 

ご異議ないものと認め、これらの証明願いの土地については、非農地

と判断し、証明書を交付することに決定いたしました。 

次に、議案第２８号「納税猶予適格者証明について」を議題といたし

ます。事務局の説明を求めます。 

 

失礼いたします。議案第２８号納税猶予適格者証明について、ご説明

いたします。 

今回、証明願いのありました納税猶予の種類については相続税です。 

この議案は、被相続人及び相続人が租税特別措置法第 70 条の 6 第 1 項

の規定の適用を受けるための適格者であることを証明することについ

て、ご審議いただくものです。 

１番、相続人、被相続人ともに若宮中２区在住者です。被相続人は死

亡の日まで農業をしており、また相続人は被相続人死亡後も引き続き農

業経営を開始していることから、被相続人及び相続人の要件を満たして

いるものと考えております。 

また、申請農地は、相続された農地のうち、議案書に記載しておりま

す東大洲及び若宮の１１筆、計７，１９４㎡で、いちご、トマトの施設

栽培、露地野菜を作付けすることとなっております。 

以上、１件です。ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

 

只今、事務局より説明がありましたが、まず、地元委員さんより報告

を受けたいと思います。１番。 

 

それでは失礼いたします。 

相続人は、イチゴ、トマトの施設栽培のほか、季節に応じた露地野菜

で農業経営をしています。 

相続人の父である被相続人が、昨年の７月に亡くなられたことから農

地を相続することになり、相続税の納税猶予の適用を受けるために、今

回その証明願の提出があったものです。 

申請地は、東大洲・若宮に点在する１１筆の農地です。先月２０日に

相続人、事務局担当者とともに現地確認を行いました。申請地１１筆の

内訳は、８筆がイチゴやトマトの施設栽培、３筆が露地野菜を栽培され

ています。 

これまでは、夫婦中心の農業経営でしたが、４月からは息子さんも農

業に専従されるとのことで、家族で協力しながら農業を行っていきたい

とのことです。 

このことから、この証明書の交付については問題ないと考えます。 

ご審議のほど、よろしくお願いいたします。 

 

地元委員さんご意見を伺いましたが、何かご質疑はございませんか。 

 

（質疑なし） 

 

特に、ご質疑もないようですので、申請人は相続税の納税猶予を受け

る適格者であると認め、納税猶予適格者証明書を交付することに、ご異

議はございませんか。 

 

（異議なし） 
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議 長（会長） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議 長（会長） 

 

事務局 

(専門員兼農政係) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご異議ないものと認め、申請人に納税猶予適格者証明書を交付するこ

とに決定いたしました。 

次に、議案第２９号「農用地利用集積計画の決定について」を議題と

いたします。 

この件につきましては、●●●●委員、並びに▲▲▲▲委員、本日欠

席でございますが、に関する事項が含まれていますので、農業委員会等

に関する法律第３１条の規定により、●●委員の退席を求めます。 

 

（●●委員退席） 

 

それでは事務局の説明を求めます。 

 

議案第２９号「農用地利用集積計画の決定について」をご説明します。 

議案書の６ページをご覧ください。 

１番 引き続き、水稲を栽培するため、賃借権を３年間設定しようと

するものです。 

２番から次頁の６番まで 新たに農地を借り受けて、水稲を栽培する

ため、使用賃借権を５年間設定しようとするものです。 

７番 新たに農地を借り受けて、野菜を栽培するため、賃借権を１０

年間設定しようとするものです。 

８ページ。 

８番 新たに農地を借り受けて、野菜を栽培するため、賃借権を１年

間設定しようとするものです。 

９番 新たに農地を借り受けて、野菜を栽培するため、賃借権を３年

間設定しようとするものです。 

１０番 新たに農地を借り受けて、水稲を栽培するため、賃借権を５

年間設定しようとするものです。 

１１番と次ページの１２番 引き続き、飼料を栽培するため、賃借権

を５年間設定しようとするものです。 

１３番 引き続き、薬用作物を栽培するため、賃借権を１０年間設定

しようとするものです。 

１４番 新たに農地を借り受けて、水稲を栽培するため、使用貸借権

を５年間設定しようとするものです。 

１５番 引き続き、果樹を栽培するため、使用貸借権を５年間設定し

ようとするものです。 

１６番 引き続き、水稲を栽培するため、賃借権を５年間設定しよう

とするものです。 

１７番 新たに農地を借り受けて、野菜を栽培するため、使用貸借権

を６年間設定しようとするものです。 

１８番 引き続き、水稲を栽培するため、賃借権を５年間設定しよう

とするものです。 

１９番 新たに農地を借り受けて、水稲を栽培するため、使用貸借権

を５年間設定しようとするものです。 

２０番 引き続き、水稲を栽培するため、賃借権を３年間設定しよう

とするものです。 

以上、利用権設定・件筆数、２０件・２７筆、合計３２，８８１㎡。 

いずれも農業経営基盤強化促進法第１８条第３項の各要件を満たして

いるものと思われます。 
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議 長（会長） 

 

 

 

委 員 

 

議 長（会長） 

 

 

委 員 

 

議 長（会長） 

 

 

 

 

 

議 長（会長） 

 

ご審議の程よろしくお願いいたします。 

 

只今、事務局より説明がありましたが、何かご質疑はございませんか。 

 

（質疑なし） 

 

特にご質疑もないようですので、本案を原案のとおり決定することに

ご異議はございませんか。 

 

（異議なし） 

 

ご異議ないものと認め、本案は原案のとおり決定することにいたしま

す。 

それでは、●●委員の入場を許可します。 

 

（●●委員入場） 

 

以上で、本日の定例総会に提案しました議案の全ての審議が終了いた

しましたので、議事を閉じることにいたします。 

 



12 

  

 


